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１．次の錯体の電子数と中心金属の形式価数を答えよ。 

 

 

２．以下の八面体錯体に関する問に答えよ。 

(a) 八面体構造を有する金属錯体の d軌道分裂の様子を説明せよ。 

(b) Cu2+のｄ電子数を答えよ。 

(c) [Cu(H2O)6]2+ では６つの H2O配位子が Cuに配位している。6つの Cu-Oの結合距離のうち、4つが短

く、2つが長い傾向を示す。このように結合距離が非等価になる理由を定性的に説明せよ。 

 

３．以下のカルボニル錯体に関する問に答えよ。 

(a) カルボニル配位子と金属の軌道相互作用を説明せよ。 

(b) (PMe3)Ni(CO)3 と(PPh3)Ni(CO)3 のカルボニル配位子の赤外吸収における波数を比較したとき、より低

波数側に観測されるのはどちらか。また、その理由を説明せよ。 

(c) 次の反応生成物 A, Bを示せ 

 

 

４．以下の錯体の反応に関する問に答えよ。なお、(b)~(d)では(a)にならって構造を示せ。 

 (a) 次の錯体の組のうち、還元的脱離が速いのはどちらか。 

	

(b) Rh(PPh3)3Clと H2との反応生成物を示せ。 

(c) (h5-C5Me5)IrH2(PMe3)に n-ヘキサン中で紫外光を照射して生成する錯体を示せ。 

(d) trans-Ir(PPh3)2(CO)Cl と CH3Iとの反応における速度論的生成物を示せ。 

 

 



５．下記のカルベン錯体の反応（式 1, 2）を参考にして、式３の反応生成物 Aを推測せよ。 

 
 

６．次に示した触媒反応について以下の問い(a)~(d)に答えよ。 

 
(a) 触媒反応の TONおよび TOF (min–1)を求めよ。 

(b) 推定される反応機構を記せ。ただし平面 4配位錯体への酸化的付加は起こらないものと仮定せよ。 

(c) 重水素化されたカテコールボランを用いたところ、重水素が導入されたアルキルボランが以下の比で

生成すると同時に、回収したアルケンの一部が重水素化されていた。副生成物が生成する反応機構を記

せ。 

 
(d) (c)の重水素ラベル実験においてスチレンを基質として行った場合は単一の重水素化生成物が得られ、

余ったスチレンには重水素の導入は見られない。この事実から推定される反応機構を(c)と比較して記せ。 
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